
  

 

○
環
境
省
令
第 

 
 

号 
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令

和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和 

 

年 
 

月 
 

 

日 

環
境
大
臣 

小
泉
進
次
郎 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令 

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正



  

 

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 
正 

 
 

 
 

 
 

後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 

前 

（
受
託
者
が
他
人
に
委
託
し
て
一
般
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
分
等

を
行
う
場
合
の
基
準
） 

第
一
条
の
七
の
六 

令
第
四
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
非
常
災
害
時
に
お

い
て
受
託
者
が
受
託
業
務
を
他
人
に
委
託
し
て
実
施
す
る
場
合
の
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

受
託
者
が
受
託
業
務
を
委
託
す
る
者
（
次
号
及
び
第
五
号
に
お
い

て
「
再
受
託
者
」
と
い
う
。
）
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

。 イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

三
～
五 

（
略
） 

（
受
託
者
が
他
人
に
委
託
し
て
一
般
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
分
等

を
行
う
場
合
の
基
準
） 

第
一
条
の
七
の
六 

令
第
四
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
非
常
災
害
時
に
お

い
て
受
託
者
が
受
託
業
務
を
他
人
に
委
託
し
て
実
施
す
る
場
合
の
基

準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

受
託
者
が
受
託
業
務
を
委
託
す
る
者
（
次
号
及
び
第
五
号
に
お
い

て
「
再
受
託
者
」
と
い
う
。
）
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

。 イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

三
～
五 
（
略
） 



  

 

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
） 

第
二
条 

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
六 

（
略
） 

七 

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）

第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
製
造
業
者
等
（
同
法
第
四
条

に
規
定
す
る
製
造
業
者
等
を
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
て
、
特
定
家

庭
用
機
器
一
般
廃
棄
物
（
同
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

家
庭
用
機
器
一
般
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
再
商
品
化
（

同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
商
品
化
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
に
必
要
な
行
為
（
同
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
指
定
引
取
場
所
か

ら
再
商
品
化
の
用
に
供
す
る
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
掲

げ
る
施
設
へ
の
運
搬
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
業
と
し
て
実

施
す
る
者
で
あ
つ
て
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
環
境

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の
（
イ
に
規
定
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き

、
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以

下
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
当
該
特
定
家

庭
用
機
器
一
般
廃
棄
物
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
場

合
に
限
る
。
） 

イ
～
ヘ 

（
略
） 

ト 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

チ 

（
略
） 

八 

再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
廃
タ
イ
ヤ
（
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
が
一
般

廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
） 

第
二
条 

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
六 

（
略
） 

七 

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）

第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
製
造
業
者
等
（
同
法
第
四
条

に
規
定
す
る
製
造
業
者
等
を
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
て
、
特
定
家

庭
用
機
器
一
般
廃
棄
物
（
同
法
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

家
庭
用
機
器
一
般
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
再
商
品
化
（

同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
商
品
化
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
に
必
要
な
行
為
（
同
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
指
定
引
取
場
所
か

ら
再
商
品
化
の
用
に
供
す
る
同
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
掲

げ
る
施
設
へ
の
運
搬
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
業
と
し
て
実

施
す
る
者
で
あ
つ
て
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
環
境

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の
（
イ
に
規
定
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き

、
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
（
以

下
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
当
該
特
定
家

庭
用
機
器
一
般
廃
棄
物
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
場

合
に
限
る
。
） 

イ
～
ヘ 

（
略
） 

ト 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

チ 

（
略
） 

八 

再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
廃
タ
イ
ヤ
（
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
が
一
般

廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る



  

 

者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処

理
基
準
に
従
い
、
当
該
廃
タ
イ
ヤ
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し

て
行
う
場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ 

（
略
） 

九 

特
定
家
庭
用
機
器
（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
第
二
条
第
四

項
に
規
定
す
る
特
定
家
庭
用
機
器
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
ス
プ

リ
ン
グ
マ
ッ
ト
レ
ス
、
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
又
は
自
動
車
用
鉛
蓄
電
池

の
販
売
を
業
と
し
て
行
う
者
で
あ
つ
て
、
当
該
業
を
行
う
区
域
に
お

い
て
、
そ
の
物
品
又
は
そ
の
物
品
と
同
種
の
も
の
が
一
般
廃
棄
物
と

な
つ
た
も
の
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る
も
の
（
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
い

、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
場
合

に
限
る
。
） 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ロ 

（
略
） 

十 

引
越
荷
物
を
運
送
す
る
業
務
を
行
う
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
者
、
同
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

者
又
は
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
の
う
ち
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
（
三
輪
以
上
の

者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処

理
基
準
に
従
い
、
当
該
廃
タ
イ
ヤ
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し

て
行
う
場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ 

（
略
） 

九 

特
定
家
庭
用
機
器
（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
第
二
条
第
四

項
に
規
定
す
る
特
定
家
庭
用
機
器
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
ス
プ

リ
ン
グ
マ
ッ
ト
レ
ス
、
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
又
は
自
動
車
用
鉛
蓄
電
池

の
販
売
を
業
と
し
て
行
う
者
で
あ
つ
て
、
当
該
業
を
行
う
区
域
に
お

い
て
、
そ
の
物
品
又
は
そ
の
物
品
と
同
種
の
も
の
が
一
般
廃
棄
物
と

な
つ
た
も
の
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る
も
の
（
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
い

、
当
該
一
般
廃
棄
物
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
場
合

に
限
る
。
） 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ロ 

（
略
） 

十 

引
越
荷
物
を
運
送
す
る
業
務
を
行
う
者
（
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
者
、
同
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た

者
又
は
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
第
二
種
貨
物
利

用
運
送
事
業
者
の
う
ち
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
（
三
輪
以
上
の



  

 

軽
自
動
車
及
び
二
輪
の
自
動
車
を
除
く
。
）
に
よ
る
運
送
を
行
う
も

の
に
限
る
。
以
下
「
引
越
荷
物
運
送
業
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て

、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従

い
、
転
居
す
る
者
が
転
居
の
際
に
排
出
す
る
一
般
廃
棄
物
（
日
常
生

活
に
伴
つ
て
生
じ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
転
居
廃
棄
物
」
と
い
う

。
）
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
営
利
を
目
的
と
せ
ず
業
と
し
て
行
う

場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ 

（
略
） 

十
一 

廃
牛
脊
柱
（
牛
の
脊
柱
が
一
般
廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
い
、

当
該
廃
牛
脊
柱
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限

る
。
） 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ロ 

（
略
） 

十
二 

（
略
） 

十
三 

環
境
大
臣
か
ら
災
害
廃
棄
物
処
理
特
措
法
第
二
条
に
規
定
す
る

災
害
廃
棄
物
で
あ
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
の
委
託
を
受
け

た
者
の
委
託
を
受
け
て
当
該
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と

し
て
行
う
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
（
災
害
廃

棄
物
処
理
特
措
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
廃
棄
物
の
収

軽
自
動
車
及
び
二
輪
の
自
動
車
を
除
く
。
）
に
よ
る
運
送
を
行
う
も

の
に
限
る
。
以
下
「
引
越
荷
物
運
送
業
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て

、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従

い
、
転
居
す
る
者
が
転
居
の
際
に
排
出
す
る
一
般
廃
棄
物
（
日
常
生

活
に
伴
つ
て
生
じ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
「
転
居
廃
棄
物
」
と
い
う

。
）
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
営
利
を
目
的
と
せ
ず
業
と
し
て
行
う

場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ 

（
略
） 

十
一 

廃
牛
脊
柱
（
牛
の
脊
柱
が
一
般
廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
い
、

当
該
廃
牛
脊
柱
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限

る
。
） 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ロ 

（
略
） 

十
二 

（
略
） 

十
三 

環
境
大
臣
か
ら
災
害
廃
棄
物
処
理
特
措
法
第
二
条
に
規
定
す
る

災
害
廃
棄
物
で
あ
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
の
委
託
を
受
け

た
者
の
委
託
を
受
け
て
当
該
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と

し
て
行
う
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
（
災
害
廃

棄
物
処
理
特
措
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
廃
棄
物
の
収



  

 

集
又
は
運
搬
を
行
う
場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

 
 

集
又
は
運
搬
を
行
う
場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
そ
の
業
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
） 

第
二
条
の
二
の
二 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
の
環
境
省
令
で
定
め
る

者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
処
理
の
業
務
を
適
切

に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。 

 

 

（
新
規
） 

（
一
般
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
） 

第
二
条
の
三 

法
第
七
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で

定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
廃
タ
イ
ヤ
（
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
が
一
般

廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
適
正
に
処
分
す
る
者
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に

従
い
、
当
該
廃
タ
イ
ヤ
の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限
る

。
） 

イ
・
ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ニ 

（
略
） 

（
一
般
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
） 

第
二
条
の
三 

法
第
七
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で

定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

再
生
利
用
の
目
的
と
な
る
廃
タ
イ
ヤ
（
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
が
一
般

廃
棄
物
と
な
つ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
適
正
に
処
分
す
る
者
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に

従
い
、
当
該
廃
タ
イ
ヤ
の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限
る

。
） 

イ
・
ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ニ 

（
略
） 



  

 

七 

廃
牛
脊
柱
を
適
正
に
処
分
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
い
、
当
該
廃
牛
脊
柱

の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ 

（
略
） 

八
・
九 

（
略
） 

七 

廃
牛
脊
柱
を
適
正
に
処
分
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
い
、
当
該
廃
牛
脊
柱

の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
。 

ハ 

（
略
） 

八
・
九 

（
略
） 

 

（
一
般
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
二
条
の
六 

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

次
に
掲
げ
る
者 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人 

ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ル
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
使

用
人 

三
・
四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
（
一
般
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
二
条
の
六 

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

次
に
掲
げ
る
者 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人 

ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ヌ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
使

用
人 

三
・
四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 

（
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
二
条
の
七 

法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七

条
第
五
項
第
四
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
又
は
リ
か
ら
ル
ま
で
（
同
号
リ
か
ら

ル
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除

（
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
二
条
の
七 

法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七

条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（
同
号
チ
か
ら

ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）



  

 

く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
又
は
リ
か
ら
ル
ま
で
（

同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
イ
又
は
チ
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に

至
つ
た
具
体
的
事
由 

四 

（
略
） 

 

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（

同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た

具
体
的
事
由 

四 

（
略
） 

（
法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
二
条
の
八 

法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精

神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
状
態
と
な
り
廃
棄
物
の
処
理
の
業
務
の
継

続
が
著
し
く
困
難
と
な
つ
た
者
と
す
る
。 

２ 

法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の
者
が
前
項

に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
、
前
条
第
一
号

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村
長
に
提
出

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

 

（
新
規
） 

      

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
） 

第
三
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

法
第
八
条
第
二
項
第
九
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。 

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
） 

第
三
条 

（
略
） 

２
・
３ 
（
略
） 

４ 

法
第
八
条
第
二
項
第
九
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。 



  

 

一
～
五 

（
略
） 

六 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理

人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
。
第
五
条
の
十

一
第
一
項
第
六
号
、
第
六
条
第
一
項
第
七
号
、
第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
三
項
第
七
号
、
第
九
条
の
二
第
一
項
第
七
号
、
第
十
一
条
第
五

項
第
六
号
、
第
十
二
条
の
十
一
の
十
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
二

条
の
十
二
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

七
～
九 

（
略
） 

５ 

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
十 

（
略
） 

十
一 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

十
二 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代

理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
役
員

の
住
民
票
の
写
し
。
第
五
条
の
十
一
第
二
項
第
八
号
、
第
六
条
第
二

項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

十
三
～
十
五 

（
略
） 

６
・
７ 

（
略
） 

一
～
五 

（
略
） 

六 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理

人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
。
第
五
条
の
十

一
第
一
項
第
六
号
、
第
六
条
第
一
項
第
七
号
、
第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
三
項
第
七
号
、
第
九
条
の
二
第
一
項
第
七
号
、
第
十
一
条
第
五

項
第
六
号
、
第
十
二
条
の
十
一
の
十
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
二

条
の
十
二
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

七
～
九 

（
略
） 

５ 

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
十 

（
略
） 

十
一 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

十
二 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代

理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
役
員

の
住
民
票
の
写
し
。
第
五
条
の
十
一
第
二
項
第
八
号
、
第
六
条
第
二

項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

十
三
～
十
五 

（
略
） 

６
・
７ 

（
略
） 

 

（
届
出
を
要
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
） 

第
五
条
の
四 

法
第
九
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

（
届
出
を
要
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
） 

第
五
条
の
四 
法
第
九
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に



  

 

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
者 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人 

ロ
～
ニ 

（
略
） 

 

掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
者 

イ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人 

ロ
～
ニ 

（
略
） 

（
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
五
条
の
五
の
三 

法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七

条
第
五
項
第
四
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
又
は
リ
か
ら
ル
ま
で
（
同
号
リ
か
ら

ル
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
又
は
リ
か
ら
ル
ま
で
（

同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
イ
又
は
チ
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に

至
つ
た
具
体
的
事
由 

六 

（
略
） 

 
（
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
五
条
の
五
の
三 

法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七

条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（
同
号
チ
か
ら

ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（

同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た

具
体
的
事
由 

六 

（
略
） 

（
法
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
五
条
の
五
の
三
の
二 

法
第
九
条
第
七
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は

、
精
神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
状
態
と
な
り
廃
棄
物
の
処
理
の
業
務

の
継
続
が
著
し
く
困
難
と
な
つ
た
者
と
す
る
。 

 （
新
規
） 

  



  

 

２ 

法
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の
者
が
前
項
に
規

定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
、
前
条
第
一
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

     

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
譲
受
け
等
の
許
可
の
申
請
） 

第
五
条
の
十
一 
法
第
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所 

七
～
九 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る

。 一
～
六 

（
略
） 

七 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

八 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し 

九
～
十
一 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
譲
受
け
等
の
許
可
の
申
請
） 

第
五
条
の
十
一 

法
第
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所 

七
～
九 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る

。 一
～
六 

（
略
） 

七 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

八 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し 

九
～
十
一 

（
略
） 

３ 
（
略
） 

（
合
併
又
は
分
割
の
認
可
の
申
請
） 

第
五
条
の
十
二 

（
略
） 

（
合
併
又
は
分
割
の
認
可
の
申
請
） 

第
五
条
の
十
二 
（
略
） 



  

 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

（
略
） 

二 
合
併
の
当
事
者
の
一
方
又
は
吸
収
分
割
に
よ
り
当
該
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
を
承
継
す
る
法
人
が
法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た

者
で
な
い
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
に
係
る
次
に

掲
げ
る
書
類 

イ
・
ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し
な
い
者

で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

ニ
～
ト 

（
略
） 

三 

合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人

又
は
分
割
に
よ
り
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
承
継
す
る
法
人
に

係
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ
・
ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し
な
い
者

で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

ニ
～
ヘ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 
２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

（
略
） 

二 

合
併
の
当
事
者
の
一
方
又
は
吸
収
分
割
に
よ
り
当
該
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
を
承
継
す
る
法
人
が
法
第
八
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た

者
で
な
い
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
に
係
る
次
に

掲
げ
る
書
類 

イ
・
ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者

で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

ニ
～
ト 

（
略
） 

三 

合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人

又
は
分
割
に
よ
り
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
承
継
す
る
法
人
に

係
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ
・
ロ 

（
略
） 

ハ 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者

で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

ニ
～
ヘ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

（
相
続
の
届
出
） 

第
六
条 

法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
六 

（
略
） 

（
相
続
の
届
出
） 

第
六
条 

法
第
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
六 
（
略
） 



  

 

七 

相
続
人
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所 

八 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一
～
四 
（
略
） 

五 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

六 

相
続
人
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し 

七 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

七 

相
続
人
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所 

八 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

六 

相
続
人
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し 

七 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

（
再
生
利
用
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
） 

第
六
条
の
四 

法
第
九
条
の
八
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
七 

（
略
） 

八 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

九
～
十
一 

（
略
） 

 

（
再
生
利
用
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
） 

第
六
条
の
四 

法
第
九
条
の
八
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
七 

（
略
） 

八 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

九
～
十
一 

（
略
） 

（
一
般
廃
棄
物
の
再
生
利
用
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
） 

第
六
条
の
六
の
二 

法
第
九
条
の
八
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
六 

（
略
） 

七 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し 

（
一
般
廃
棄
物
の
再
生
利
用
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
） 

第
六
条
の
六
の
二 

法
第
九
条
の
八
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
六 
（
略
） 

七 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年



  

 

 

八 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

九
～
二
十
一 

（
略
） 

 

被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

八 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

九
～
二
十
一 

（
略
） 

（
役
員
の
変
更
の
届
出
） 

第
六
条
の
六
の
三 
（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
当
該
新
た
に
就
任
し
た
役
員
が
法
第
七
条
第

五
項
第
四
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す

る
書
面
及
び
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
役
員
の
変
更
の
届
出
） 

第
六
条
の
六
の
三 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
当
該
新
た
に
就
任
し
た
役
員
が
法
第
七
条
第

五
項
第
四
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す

る
書
面
及
び
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
再
生
利
用
の
用
に
供
す
る
施
設
の
軽
微
な
変
更
等
の
届
出
） 

第
六
条
の
八 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

法
第
九
条
の
八
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に

は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又

は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

 

二 

（
略
） 

 
（
再
生
利
用
の
用
に
供
す
る
施
設
の
軽
微
な
変
更
等
の
届
出
） 

第
六
条
の
八 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

法
第
九
条
の
八
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に

は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び

被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
、
法
人
に
あ
つ
て

は
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

二 

（
略
） 

（
広
域
的
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
） 

第
六
条
の
十
六 

法
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

（
広
域
的
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
） 

第
六
条
の
十
六 

法
第
九
条
の
九
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る

基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

一
・
二 
（
略
） 



  

 

三 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

四
・
五 

（
略
） 

 

三 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

四
・
五 

（
略
） 

（
無
害
化
処
理
を
行
い
、
ま
た
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
） 

第
六
条
の
二
十
四
の
五 

法
第
九
条
の
十
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
七 

（
略
） 

八 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

九
～
十
一 

（
略
） 

 

（
無
害
化
処
理
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
者
の
基
準
） 

第
六
条
の
二
十
四
の
五 

法
第
九
条
の
十
第
一
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で

定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
七 

（
略
） 

八 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
。 

九
～
十
一 

（
略
） 

（
一
般
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
認
定
の
申
請
） 

第
六
条
の
二
十
四
の
八 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

法
第
九
条
の
十
第
二
項
第
八
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
～
六 

（
略
） 

 

七 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所 

 

八
～
十
一 

（
略
） 

４ 

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
十
四 

（
略
） 

十
五 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し 

（
一
般
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
認
定
の
申
請
） 

第
六
条
の
二
十
四
の
八 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

法
第
九
条
の
十
第
二
項
第
八
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
～
六 

（
略
） 

 

七 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所 

 
八
～
十
一 

（
略
） 

４ 
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
十
四 

（
略
） 

十
五 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成



  

 

 

十
六 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

十
七 
申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代

理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
役
員

の
住
民
票
の
写
し
。
第
九
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
、
第
十
一
条
第

六
項
第
十
二
号
、
第
十
二
条
の
十
一
の
十
二
第
二
項
第
八
号
及
び
第

十
二
条
の
十
二
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 
 

 

十
八 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し 

  

十
九 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は

、
登
記
事
項
証
明
書
） 

 

二
十 

申
請
者
に
令
第
四
条
の
七
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し 
 

二
十
一 

（
略
） 

年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

十
六 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面 

十
七 

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成

年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書

（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書

並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
。
第
九
条
の
二
第
二
項
第

十
一
号
、
第
十
一
条
第
六
項
第
十
二
号
、
第
十
二
条
の
十
一
の
十
二

第
二
項
第
八
号
及
び
第
十
二
条
の
十
二
第
二
項
第
六
号
に
お
い
て
同

じ
。
） 

十
八 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並

び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項

証
明
書 

十
九 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に

該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る

場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

二
十 

申
請
者
に
令
第
四
条
の
七
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

二
十
一 
（
略
） 



  

 

５ 

（
略
） 

５ 

（
略
） 

 
（
変
更
の
届
出
） 

第
六
条
の
二
十
四
の
九 

法
第
九
条
の
十
第
六
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人 

二
～
八 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

法
第
九
条
の
十
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に

は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又

は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

 

二 

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
変
更
の
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。

）
の
住
民
票
の
写
し
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資
を
し

て
い
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

  

三
～
五 

（
略
） 

４
・
５ 

（
略
） 

 

（
変
更
の
届
出
） 

第
六
条
の
二
十
四
の
九 

法
第
九
条
の
十
第
六
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人 

二
～
八 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

法
第
九
条
の
十
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に

は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び

被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
、
法
人
に
あ
つ
て

は
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

二 

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
変
更
の
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。

）
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当

し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
株
主
又
は

出
資
を
し
て
い
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書

） 

三
～
五 

（
略
） 

４
・
５ 

（
略
） 

（
一
体
的
処
理
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
） 

第
八
条
の
三
十
八
の
五 

（
略
） 

（
一
体
的
処
理
の
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
） 

第
八
条
の
三
十
八
の
五 

（
略
） 



  

 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
三 

（
略
） 

四 

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
が
第
八
条
の
三
十
八
の
三
第
五
号
か

ら
第
八
号
ま
で
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ
～
ニ 

（
略
） 

ホ 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係

る
も
の
に
限
る
。
ヘ
及
び
ト
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
な

い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

ヘ 

役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ

に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
書
類 

ト 

令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に

該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
書
類 

五
～
十 

（
略
） 

５ 

（
略
） 

 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
三 

（
略
） 

四 

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
が
第
八
条
の
三
十
八
の
三
第
五
号
か

ら
第
八
号
ま
で
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ
～
ニ 

（
略
） 

ホ 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成

年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証

明
書 

 

ヘ 

役
員
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

ト 

令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

五
～
十 

（
略
） 

５ 

（
略
） 

（
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
の
申
請
） 

第
九
条
の
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け

（
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
の
申
請
） 

第
九
条
の
二 
（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け



  

 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
八 

（
略
） 

九 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十

四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の

に
限
る
。
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該

当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十 

（
略
） 

十
一 

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
同

号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
書
類 

十
二 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十
三 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該

当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
四 

申
請
者
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ

に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

書
類 

十
五 

（
略
） 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
八 

（
略
） 

九 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年

被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

  

十 

（
略
） 

十
一 

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明

書 

十
二 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並

び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項

証
明
書 

十
三 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に

該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る

場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
四 

申
請
者
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

十
五 

（
略
） 



  

 

３
～
７ 

（
略
） 

 

３
～
７ 

（
略
） 

（
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
事
由
） 

第
十
条
の
六
の
二 

法
第
十
四
条
第
十
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
由

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
三 
（
略
） 

四 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又

は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か

ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四

条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
に
至
つ

た
こ
と
。 

五 

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第

五
項
の
者
が
第
二
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
こ
と
。 

六
～
八 

（
略
） 

 

（
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
事
由
） 

第
十
条
の
六
の
二 

法
第
十
四
条
第
十
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
由

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
三 

（
略
） 

四 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま

で 

（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
こ
と
。 

 

（
新
規
） 

 
 

五
～
七 

（
略
） 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
十
条
の
十 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
変
更
に
係
る
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
個
人
に
あ

つ
て
は
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第

七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

（
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
十
条
の
十 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
変
更
に
係
る
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
個
人
に
あ

つ
て
は
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該

当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又
は
寄

附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 



  

 

れ
る
書
類
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項

証
明
書 

二 

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
同
号
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。
）
の
住
民

票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
（
第
一
項
第
二

号
イ
に
掲
げ
る
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記

事
項
証
明
書
並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
書
類
。
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資
を

し
て
い
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の

変
更
の
場
合
に
限
る
。
） 

三
～
六 

（
略
） 

 

  

二 

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
同
号
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。
）
の
住
民

票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨

の
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写

し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記

事
項
証
明
書
。
同
号
ハ
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資
を
し
て
い
る
者
が

法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）
並
び
に
法
人
に
あ
つ

て
は
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に

限
る
。
） 

 

三
～
六 

（
略
） 

（
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
条
の
十
の
三 

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で 

（
法
第
七
条
第
五

項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以

内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
条
の
十
の
三 

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で 

（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号

ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。 



  

 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又

は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か

ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四

条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に

至
つ
た
も
の 

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い

う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由 

四 

（
略
） 

 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま

で 

（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の 

（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当

す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由 

四 

（
略
） 

 

（
法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
五

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
条
の
十
の
三
の
二 

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の
者
が
第
二
条

の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
、

前
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道

府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る

事
由
） 

第
十
条
の
十
八
の
二 

法
第
十
四
条
の
四
第
十
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め

る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

  

（
新
規
） 

         
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る

事
由
） 

第
十
条
の
十
八
の
二 

法
第
十
四
条
の
四
第
十
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め

る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 



  

 

一
～
三 

（
略
） 

四 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又

は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か

ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四

条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
に
至
つ

た
こ
と
。 

五 

法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第

五
項
の
者
が
第
二
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
こ
と
。 

六
～
八 

（
略
） 

 

一
～
三 

（
略
） 

四 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま

で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
こ
と
。 

 

（
新
規
） 

  

五
～
七 

（
略
） 

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
十
条
の
二
十
三 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
変
更
に
係
る
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
個
人
に
あ

つ
て
は
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第

七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
書
類
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項

証
明
書 

二 

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
同
号
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。
）
の
住
民

票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
十
条
の
二
十
三 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
変
更
に
係
る
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を

添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
の
場
合
に
は
、
個

人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又
は
寄
付

行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

 
  

二 
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
同
号
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。
）
の
住
民

票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨



  

 

う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
（
第
一
項
第
二

号
イ
に
掲
げ
る
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記

事
項
証
明
書
並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
書
類
。
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資
を

し
て
い
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）
並
び

に
法
人
に
あ
つ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の

変
更
の
場
合
に
限
る
。
） 

三
～
七 

（
略
） 

 

の
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写

し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記

事
項
証
明
書
。
同
号
ハ
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資
し
て
い
る
者
が
法

人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て

は
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
限

る
。
） 

 

三
～
七 

（
略
） 

（
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
条
の
二
十
四 

法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又

は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か

ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四 

（
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
条
の
二
十
四 

法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト

又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る

。 一
・
二 

（
略
） 

三 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま

で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ 



  

 

条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る

に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と

い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由 

四 
（
略
） 

 

（
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
五

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
二 
法
第
十
四
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の
者
が
第
二
条

の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
、

前
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道

府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
法
第
十
四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
手
続
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
三 

（
略
） 

 

（
通
知
の
写
し
の
保
存
期
間
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
四 

（
略
） 

 

（
法
第
十
四
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
三
の
二
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
の
手
続
） 

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当

す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由 

四 

（
略
） 

   （
新
規
） 

         

（
法
第
十
四
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
手
続
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
二 

（
略
） 

 
 

（
通
知
の
写
し
の
保
存
期
間
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
三 

（
略
） 

 

（
法
第
十
四
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
三
の
二
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
の
手
続
） 



  

 

第
十
条
の
二
十
四
の
五 

（
略
） 

 
（
通
知
の
写
し
の
保
存
期
間
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
六 

（
略
） 

 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
可
の
申
請
） 

第
十
一
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

６ 

第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る

も
の
と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十

四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の

に
限
る
。
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該

当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十
一 

（
略
） 

十
二 

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
同

号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
書
類 

十
三 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十
四 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

第
十
条
の
二
十
四
の
四 

（
略
） 

 

（
通
知
の
写
し
の
保
存
期
間
） 

第
十
条
の
二
十
四
の
五 

（
略
） 

 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
） 

第
十
一
条 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

６ 

第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る

も
の
と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年

被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

  

十
一 

（
略
） 

十
二 

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明

書 

十
三 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並

び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項

証
明
書 

十
四 
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五



  

 

以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該

当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
五 
申
請
者
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ

に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

書
類 

７
・
８ 

（
略
） 

 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
軽
微
な
変
更
等
の
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
の
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

法
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
場

合
に
は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。

第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
、
法
人
に
あ
つ
て
は
定
款
又
は
寄

附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

二
・
三 

（
略
） 

四 

前
条
第
六
号
に
規
定
す
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
同
号
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。
）
の
住
民

票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
（
前
条
第
六
号

以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に

該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る

場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
五 

申
請
者
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 ７
・
８ 

（
略
） 

 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
軽
微
な
変
更
等
の
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
の
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

法
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
場

合
に
は
、
個
人
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人

及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
、
法
人
に
あ

つ
て
は
定
款
又
は
寄
付
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

  

二
・
三 

（
略
） 

四 

前
条
第
六
号
に
規
定
す
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に
は
、
同
号
イ
か

ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
当
該
変
更
に
係
る
者
に
限
る
。
）
の
住
民

票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨

の
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
イ
に
掲
げ
る
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ



  

 

イ
に
掲
げ
る
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事

項
証
明
書
並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類
。
同
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資

を
し
て
い
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）
並

び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項

の
変
更
の
場
合
に
限
る
。
） 

 

（
法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
三 

法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
四
条
第 

る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
役
員
の
住
民
票
の
写

し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記

事
項
証
明
書
。
同
号
ハ
に
掲
げ
る
株
主
又
は
出
資
を
し
て
い
る
者
が

法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）
並
び
に
法
人
に
あ
つ

て
は
登
記
事
項
証
明
書
（
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
場
合
に

限
る
。
） 

  

（
法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
六

項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
三 

法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
十
四
条
第 

   

 



  

 

 

五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第

七
条
第
五
項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日

か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ

又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
若
し
く
は
チ
又
は

第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該

当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要

件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由 

六 

（
略
） 

五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
（
法
第
七
条
第
五
項

第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま

で
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ト
又
は
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ロ

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。
）
及
び
該
当
す
る

に
至
つ
た
具
体
的
事
由 

六 

（
略
） 

 

（
法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第

七
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
三
の
二 

法
第
十
五
条
の
二
の
六
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の
者

が
、
第
二
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
後

、
遅
滞
な
く
、
前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
法

 

  （
新
規
） 

     



  

 

第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

 

 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
譲
受
け
等
の
許
可
の
申
請
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
十
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一
～
五 

（
略
） 

六 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第

十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る

も
の
に
限
る
。
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
書
類 

七 

（
略
） 

八 

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び

同
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類 

九 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の

五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、

 

（
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
譲
受
け
等
の
許
可
の
申
請
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
十
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
五 

（
略
） 

六 

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年

被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

   

七 

（
略
） 

八 

申
請
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成

年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

九 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並
び

に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証

明
書 

十 
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百

分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以

上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら



  

 

こ
れ
ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
書
類
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項

証
明
書
） 

十
一 
申
請
者
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
書
類 

３ 

（
略
） 

の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該

当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場

合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

 

十
一 

申
請
者
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

３ 

（
略
） 

 

（
合
併
又
は
分
割
の
認
可
の
申
請
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
十
三 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

（
略
） 

二 

合
併
の
当
事
者
の
一
方
又
は
吸
収
分
割
に
よ
り
当
該
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
を
承
継
す
る
法
人
が
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を

受
け
た
者
で
な
い
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
に

係
る
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ
～
ハ 

（
略
） 

ニ 

役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ

（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
ホ
及
び

ヘ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

ホ 

発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主

 

（
合
併
又
は
分
割
の
認
可
の
申
請
） 

第
十
二
条
の
十
一
の
十
三 

（
略
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

（
略
） 

二 

合
併
の
当
事
者
の
一
方
又
は
吸
収
分
割
に
よ
り
当
該
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
を
承
継
す
る
法
人
が
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

た
者
で
な
い
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
法
人
に
係
る
次

に
掲
げ
る
書
類 

イ
～
ハ 

（
略
） 

ニ 

役
員
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

  

ホ 

発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又



  

 

又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し

て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類
（
こ
れ
ら
の
者
が

法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

ヘ 

令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該

当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

書
類 

ト 

（
略
） 

三 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い

る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成

年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明

書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書

） 

ヘ 

令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者

の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当

し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

ト 

（
略
） 

三 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

（
相
続
の
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。 

一 

（
略
） 

二 

住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
第
七
条

第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
六
号
及
び
第
七
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

三
～
五 

（
略
） 

六 

相
続
人
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び

 

（
相
続
の
届
出
） 

第
十
二
条
の
十
二 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

（
略
） 

二 

住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し

な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

  
三
～
五 
（
略
） 

六 

相
続
人
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成



  

 

法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

七 

相
続
人
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
書
類 

３ 

（
略
） 

 

年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明 

 

七 

相
続
人
に
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は

、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 
 ３ 

（
略
） 

（
準
用
） 

第
十
二
条
の
十
二
の
七 

第
六
条
の
六
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の

二
の
規
定
に
よ
る
再
生
利
用
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
産
業
廃
棄

物
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
六
の
二
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二

第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
六
の
三

の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
つ

い
て
、
第
六
条
の
七
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
八
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
七
の
二
の
規
定
は
法

第
十
五
条
の
四
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
八
第

六
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
、
第

六
条
の
八
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
九
条
の
八
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
に
つ
い
て

、
第
六
条
の
九
の
規
定
は
令
第
七
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第

五
条
の
七
に
規
定
す
る
認
定
証
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
十
及
び
第
六

条
の
十
一
の
規
定
は
令
第
七
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条

の
八
の
規
定
に
よ
る
休
廃
止
等
の
届
出
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
十
二

（
準
用
） 

第
十
二
条
の
十
二
の
七 

第
六
条
の
六
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二

の
規
定
に
よ
る
再
生
利
用
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る
産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
、
第
六
条
の
六
の
二
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
二
項

の
環
境
省
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
六
の
三
の
規
定
は

法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
第
六

条
の
七
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
九
条
の
八
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
七
の
二
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
八
第
六
項
た
だ
し
書
の
環
境

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
八
の
規
定
は
法
第

十
五
条
の
四
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
八
第
八
項

の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
九
の
規
定
は
令
第

七
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
七
に
規
定
す
る
認
定
証
に

つ
い
て
、
第
六
条
の
十
及
び
第
六
条
の
十
一
の
規
定
は
令
第
七
条
の
六

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
休
廃
止
等
の
届
出

に
つ
い
て
、
第
六
条
の
十
二
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項



  

 

の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
六
条
の
六 

第
六
条
の
四
第
四
号

及
び
前
条
第
二
号 

第
十
二
条
の
十
二
の

五
第
四
号
及
び
第
十

二
条
の
十
二
の
六
第

二
号 

第
六
条
の
六
の
二
第

一
号
及
び
第
二
号 

一
般
廃
棄
物 

 

産
業
廃
棄
物 

第
六
条
の
六
の
二
第

七
号 

住
民
票
の
写
し 

住
民
票
の
写
し
及
び

法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
イ
（
法
第
七

条
第
五
項
第
四
号
イ

に
係
る
も
の
に
限
る

。
）
に
該
当
し
な
い

か
ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類 

第
六
条
の
六
の
二
第

八
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
イ
か
ら
ル
ま
で 

法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま

で 

の
認
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

六
条
の
六
中
「
第
六
条
の
四
第
四
号
及
び
前
条
第
二
号
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
二
条
の
十
二
の
五
第
四
号
及
び
第
十
二
条
の
十
二
の
六
第
二
号

」
と
、
第
六
条
の
六
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と

あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
同
条
第
八
号
中
「
法
第
七
条
第
五
項

第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
と
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
六
条
の
四
第
六
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
十
二
の
五
第
六
号
」
と
、
同
条
第
二
十
一
号

中
「
第
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
十
二
の
二
」
と
、
「

一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
第
六
条
の
七
第
二

項
第
一
号
中
「
令
第
五
条
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
七
条
の
六
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
七
」
と
、
第
六
条
の
七
の
二
第
一
号
中
「

第
六
条
の
六
の
二
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
十
二
の
七
に

お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
の
六
の
二
第
一
号
」
と
、
「
法
第
九
条
の
八

第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
九
条
の
八
第
六
項
」
と
、
第
六
条
の
八
第
二
項
第
一
号
中

「
法
第
九
条
の
八
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
四

の
二
第
二
項
第
一
号
」
と
、
第
六
条
の
八
第
二
項
第
二
号
中
「
前
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
十
二
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と

、
「
令
第
五
条
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
七
条
の
六
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
五
条
の
七
」
と
、
第
六
条
の
九
第
三
号
中
「
一
般
廃
棄
物
」

と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
第
六
条
の
十
第
二
項
中
「
法
第
九

条
の
八
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
と

、
「
令
第
五
条
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
七
条
の
六
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
五
条
の
七
」
と
、
第
六
条
の
十
二
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ



  

 

第
六
条
の
六
の
二
第

十
一
号 

 

第
六
条
の
四
第
六
号 

 

第
十
二
条
の
十
二
の

五
第
六
号 

第
六
条
の
六
の
二
第

二
十
一
号 

 

第
六
条
の
二 

 

第
十
二
条
の
十
二
の

二 

一
般
廃
棄
物 

産
業
廃
棄
物 

第
六
条
の
六
の
三
第

二
項 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
イ
か
ら
チ
ま
で 

法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
イ 

第
六
条
の
七
第
二
項

第
一
号 

令
第
五
条
の
七 

令
第
七
条
の
六
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第

五
条
の
七 

第
六
条
の
七
の
二
第

一
号 

第
六
条
の
六
の
二
第

一
号 
第
十
二
条
の
十
二
の

七
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
条
の
六
の
二

第
一
号 

法
第
九
条
の
八
第
六

項 

  

法
第
十
五
条
の
四
の

二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
九
条

の
八
第
六
項 

第
六
条
の
八
第
二
項

第
一
号 

法
第
九
条
の
八
第
二

項
第
一
号 

法
第
十
五
条
の
四
の

二
第
二
項
第
一
号 

住
民
票
の
写
し 

住
民
票
の
写
し
及
び

法
第
十
四
条
第
五
項

る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

                        



  

 

第
二
号
イ
（
法
第
七

条
第
五
項
第
四
号
イ

に
係
る
も
の
に
限
る

。
）
に
該
当
し
な
い

か
ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類 

第
六
条
の
八
第
二
項

第
二
号 

前
条 

第
十
二
条
の
十
二
の

七
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条 

令
第
五
条
の
七 

令
第
七
条
の
六
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第

五
条
の
七 

第
六
条
の
九
第
三
号 

一
般
廃
棄
物 
産
業
廃
棄
物 

第
六
条
の
十
第
二
項 

法
第
九
条
の
八
第
一

項 

法
第
十
五
条
の
四
の

二
第
一
項 

令
第
五
条
の
七 

令
第
七
条
の
六
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第

五
条
の
七 

第
六
条
の
十
二 

一
般
廃
棄
物 

産
業
廃
棄
物 

  

                         



  

 

（
準
用
） 

第
十
二
条
の
十
二
の
十
九 

第
六
条
の
二
十
四
の
七
の
規
定
は
法
第
十

五
条
の
四
の
四
の
規
定
に
よ
る
無
害
化
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と

な
る
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
八
の
規
定
は
法

第
十
五
条
の
四
の
四
第
二
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十

四
の
九
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
十
第
六
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の

四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
三
項
の

書
類
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
一
の
規
定
は
法
第
十
五
条

の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
二

の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
八
条
の
四
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
第

六
条
の
二
十
四
の
十
三
の
規
定
は
令
第
七
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
五
条
の
十
一
に
規
定
す
る
認
定
証
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二

十
四
の
十
四
及
び
第
六
条
の
二
十
四
の
十
五
の
規
定
は
令
第
七
条
の

十
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
休
廃
止
等

の
届
出
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
六
の
規
定
は
法
第
十
五

条
の
四
の
四
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
一
般
廃
棄
物
」
と
あ
る
の

は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
「
第
六
条
の
二
十
四
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
二
条
の
十
二
の
十
四
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
十
二
条
の
十
二
の
十
九 

第
六
条
の
二
十
四
の
七
の
規
定
は
法
第
十
五

条
の
四
の
四
の
規
定
に
よ
る
無
害
化
処
理
に
係
る
特
例
の
対
象
と
な
る

産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
八
の
規
定
は
法
第
十
五

条
の
四
の
四
第
二
項
の
申
請
書
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
九
の

規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
九
条
の
十
第
六
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
第

六
条
の
二
十
四
の
十
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
三
項
の
書
類
に
つ
い
て
、
第

六
条
の
二
十
四
の
十
一
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
閲

覧
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
二
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四

の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
四
の
環
境

省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
三
の
規
定
は

令
第
七
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
十
一
に
規
定
す
る
認

定
証
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十
四
及
び
第
六
条
の
二
十
四
の

十
五
の
規
定
は
令
第
七
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
の
十
二

の
規
定
に
よ
る
休
廃
止
等
の
届
出
に
つ
い
て
、
第
六
条
の
二
十
四
の
十

六
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
一
般
廃

棄
物
」
と
あ
る
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
、
「
第
六
条
の
二
十
四
の
二

」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
十
二
の
十
四
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 



  

 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 
      

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
三
項
第
七
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
リ 

法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
ハ 

 

第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
三
項
第
七
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
チ 

法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
ハ 

 
第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
四
項
第
十
五
号 

       

住
民
票
の
写
し 

        
住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第

五
項
第
二
号
イ
（

法
第
七
条
第
五
項

第
四
号
イ
に
係
る

も
の
に
限
る
。
第

十
六
号
か
ら
第
二

十
号
ま
で
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
該

当
し
な
い
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
た

め
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
書
類 

 
    

（
新
規
） 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

 

第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
四
項
第
十
六
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
イ
か
ら
ル
ま
で 

法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
イ
か
ら

へ
ま
で 

 
第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
四
項
第
十
六
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で 

法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
イ
か
ら
ヘ
ま

で 

 



  

 

第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
四
項
第
十
七
号 

 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
リ 

法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
ハ 

 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

 

第
六
条
の
二
十
四
の

八
第
四
項
第
十
七
号

、
第
十
八
号
、
第
十

九
号
及
び
第
二
十
号 

 

住
民
票
の
写
し 

     

住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第

五
項
第
二
号
イ
に

該
当
し
な
い
か
ど

う
か
を
審
査
す
る

た
め
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
書
類 

 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

 

第
六
条
の
二
十
四
の

九
第
一
項
第
一
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
リ 
法
第
十
四
条
第
五

項
第
二
号
ハ 

 
      

第
六
条
の
二
十
四
の

九
第
一
項
第
一
号 

法
第
七
条
第
五
項
第

四
号
チ 

法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
ハ 

 

第
六
条
の
二
十
四
の

九
第
三
項
第
一
号
及

び
第
二
号 

 

住
民
票
の
写
し 

        

住
民
票
の
写
し
及

び
法
第
十
四
条
第

五
項
第
二
号
イ
（

法
第
七
条
第
五
項

第
四
号
イ
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

に
該
当
し
な
い
か

ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
必
要
と

 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

（
新
規
） 

 



  

 

 

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る 

 

届
出
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

認
め
ら
れ
る
書
類 

 
第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
二 

（
略
） 

一
・
二 

（
略
） 

三 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
特
定

有
害
廃
棄
物
等
で
あ
る
廃
棄
物
の
輸
入
を
命
じ
ら
れ
た
者
（
当
該

廃
棄
物
を
輸
入
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

四
・
五 

（
略
） 

六 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十

四
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
こ
れ

ら
の
認
定
に
係
る
廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。

） 

 

 

第
十
二
条
の
十
二
の
二
十
二 

（
略
） 

一
・
二 

（
略
） 

三 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
特
定
有
害

廃
棄
物
等
で
あ
る
廃
棄
物
の
輸
入
を
命
じ
ら
れ
た
者
（
当
該
廃
棄
物

を
輸
入
す
る
場
合
に
限
る
。
） 

四
・
五 

（
略
） 

六 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成

四
年
法
律
第
百
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項
の

認
定
を
受
け
た
者
（
こ
れ
ら
の
認
定
に
係
る
廃
棄
物
を
輸
入
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
限
る
。
） 



  

 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 

後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
 

前 

１ 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四

条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の
に
限

る
。
次
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
な
い
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十
一 

設
置
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十

四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に

１ 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被

後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
後
見

登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

十
一 
設
置
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年

被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 



  

 

 

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
特
例
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
特
例
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

十
二 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ニ
に
規
定
す
る
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
書
類 

十
三 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百

分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上

の
額
に
相
当
を
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の

住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
（
こ
れ
ら
の
者
が
法

人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
四 

設
置
者
に
政
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に

該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類 

 

十
二 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

ニ
に
規
定
す
る
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被

保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 

十
三 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百

分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上

の
額
に
相
当
を
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の

住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い

旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登

記
事
項
証
明
書
） 

十
四 

設
置
者
に
政
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
補
佐
人

に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 
 



  

 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 

後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
 

前 

 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
廃
肉
骨
粉
の
収
集
又

は
運
搬
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
廃
肉
骨

粉
の
収
集
又
は
運
搬
を
法
第
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
ず
に
業
と
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
者
の
ほ
か
、
化
製
場
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
化
製
場
の
設
置

者
又
は
管
理
者
か
ら
書
面
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
当
該
化
製
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
廃
肉
骨
粉
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
（
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処

理
基
準
に
従
い
、
当
該
廃
肉
骨
粉
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
廃
肉
骨
粉
の
収
集
又

は
運
搬
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
廃
肉
骨

粉
の
収
集
又
は
運
搬
を
法
第
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
ず
に
業
と
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
者
の
ほ
か
、
化
製
場
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
化
製
場
の
設
置

者
又
は
管
理
者
か
ら
書
面
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
当
該
化
製
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
廃
肉
骨
粉
を
適
正
に
収
集
又
は
運
搬
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
（
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処

理
基
準
に
従
い
、
当
該
廃
肉
骨
粉
の
み
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て
行
う 



  

 

 

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
環
境
省

令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲 

場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。 

一 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

二 

（
略
） 

場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。 

一 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

二 

（
略
） 



  

 

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 

後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
 

前 

１ 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十

四
条
第
五
項
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
書
類 

十
一 

設
置
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法

第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類 

十
二 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
二
に
規
定
す
る
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項

第
二
号
イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認

め
る
書
類 

十
三 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

以
上
の
額
に
相
当
を
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
イ
に
該
当

し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
（
こ
れ 

１ 

（
略
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
す
る
も
の

と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年

被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（

後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
） 

十
一 

設
置
者
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明

書 

十
二 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二

号
二
に
規
定
す
る
役
員
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及

び
被
保
佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

 
十
三 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の

百
分
の
五
以
上
の
株
式
を
有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五

以
上
の
額
に
相
当
を
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
に
該 



  

 

 

（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境

省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
四 

設
置
者
に
政
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二
号

イ
に
該
当
し
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書

類 

３ 

（
略
） 

当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場

合
に
は
、
登
記
事
項
証
明
書
） 

十
四 

設
置
者
に
政
令
第
六
条
の
十
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
並
び
に
成
年
被
後
見
人
及
び
被
補

佐
人
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書 

３ 

（
略
） 



  

 

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 

後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
 

前 

（
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
等
の
委
託
の
基
準
） 

（
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
等
の
委
託
の
基
準
） 

第
五
十
九
条 

法
第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
委
託
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

第
五
十
九
条 

法
第
四
十
条
第
二
項
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
委
託
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

受
託
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

二 

受
託
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

イ 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
若
し
く

は
除
去
土
壌
収
集
等
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、

判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
破

産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者 

イ 

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得

な
い
も
の 

 

ロ
～
ヲ 

（
略
） 

ロ
～
ヲ 

（
略
） 

三
～
十 

（
略
） 

三
～
十 

（
略
） 

 
 

（
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
） 

（
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
） 

第
六
十
一
条 

法
第
四
十
七
条
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。 
第
六
十
一
条 

法
第
四
十
七
条
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。 

一 

国
か
ら
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
焼
却
受
託
者
」
と
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
て
当
該
特

定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の 

一 
国
か
ら
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
焼
却
受
託
者
」
と
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
て
当
該
特

定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
も
の 



  

 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

(1) 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
適
正
に

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
者 

ロ 

第
五
十
九
条
第
二
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

(2) 

第
五
十
九
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者 

 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

二 

都
道
府
県
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
者

（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
） 

二 

都
道
府
県
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
者

（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
） 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

(1) 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
適
正
に

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
者 

ロ 

第
五
十
九
条
第
二
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

(2) 

第
五
十
九
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者 

 

ハ 

（
略
） 

ハ 

（
略
） 

三 

市
町
村
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
者
（

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
） 
三 

市
町
村
（
そ
の
委
託
を
受
け
て
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
者
（

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
含
む
。
） 

イ 

（
略
） 

イ 
（
略
） 

ロ 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

(1) 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
特
定
廃
棄
物
の
焼
却
を
適
正
に 

ロ 

第
五
十
九
条
第
二
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 



  

 

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
者 

 

(2) 
第
五
十
九
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者 

 

ハ 

（
略
） 

ハ 

（
略
） 

 
 

（
特
定
廃
棄
物
の
処
理
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
） 

（
特
定
廃
棄
物
の
処
理
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
） 

第
六
十
二
条 

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

第
六
十
二
条 

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

国
か
ら
特
定
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処
分
の
委
託
を

受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
処
理
受
託
者
」
と
い
う
。
）

の
委
託
を
受
け
て
当
該
特
定
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処

分
を
業
と
し
て
行
う
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

一 

国
か
ら
特
定
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処
分
の
委
託
を

受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
処
理
受
託
者
」
と
い
う
。
）

の
委
託
を
受
け
て
当
該
特
定
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処

分
を
業
と
し
て
行
う
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

(1) 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
特
定
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、

保
管
若
し
く
は
処
分
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知

、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又

は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者 

ロ 

第
五
十
九
条
第
二
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

(2) 

第
五
十
九
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者 

 

ハ
・
ニ 

（
略
） 

ハ
・
ニ 
（
略
） 

二 

国
か
ら
特
定
廃
棄
物
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法

二 

国
か
ら
特
定
廃
棄
物
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法



  

 

（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
中

間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業

株
式
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
環
境
省
令
第
十
二
号
）
第
三

条
に
規
定
す
る
区
域
内
に
所
在
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
廃
棄
物
の
保

管
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
保
管
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
も
の
に
限
り
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
放
射
能

濃
度
を
第
二
十
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
し
た
結
果
、
事
故

由
来
放
射
性
物
質
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
に
つ
い
て
の
放
射
能

濃
度
及
び
事
故
由
来
放
射
性
物
質
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
に
つ

い
て
の
放
射
能
濃
度
の
合
計
が
十
万
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超

え
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
収
集
又
は
運
搬
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
廃
棄
物
収
集

等
」
と
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「

特
定
廃
棄
物
収
集
等
受
託
者
」
と
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
て
特
定

廃
棄
物
収
集
等
に
係
る
業
務
を
業
と
し
て
行
う
者
（
当
該
受
託
業
務

が
数
次
の
委
託
契
約
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
国
と
特
定
廃
棄

物
収
集
等
受
託
者
と
の
間
の
委
託
契
約
の
後
次
の
す
べ
て
の
委
託
契

約
の
当
事
者
（
委
託
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の 

（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
中

間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業

株
式
会
社
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
環
境
省
令
第
十
二
号
）
第
三

条
に
規
定
す
る
区
域
内
に
所
在
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
廃
棄
物
の
保

管
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
保
管
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
も
の
に
限
り
、
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
放
射
能

濃
度
を
第
二
十
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
し
た
結
果
、
事
故

由
来
放
射
性
物
質
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
に
つ
い
て
の
放
射
能

濃
度
及
び
事
故
由
来
放
射
性
物
質
で
あ
る
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
に
つ

い
て
の
放
射
能
濃
度
の
合
計
が
十
万
ベ
ク
レ
ル
毎
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超

え
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
収
集
又
は
運
搬
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
廃
棄
物
収
集

等
」
と
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「

特
定
廃
棄
物
収
集
等
受
託
者
」
と
い
う
。
）
の
委
託
を
受
け
て
特
定

廃
棄
物
収
集
等
に
係
る
業
務
を
業
と
し
て
行
う
者
（
当
該
受
託
業
務

が
数
次
の
委
託
契
約
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
国
と
特
定
廃
棄

物
収
集
等
受
託
者
と
の
間
の
委
託
契
約
の
後
次
の
す
べ
て
の
委
託
契

約
の
当
事
者
（
委
託
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

(1) 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
特
定
廃
棄
物
収
集
等
を
適
正
に

行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
者 

ロ 

第
五
十
九
条
第
二
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 



  

 

(2) 

第
五
十
九
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者 

 

ハ
～
ヘ 

（
略
） 

ハ
～
ヘ 

（
略
） 

三
～
五 
（
略
） 

三
～
五 

（
略
） 

 
 

（
除
去
土
壌
収
集
等
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
） 

（
除
去
土
壌
収
集
等
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
） 

第
六
十
三
条 

法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

第
六
十
三
条 

法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

国
等
か
ら
除
去
土
壌
収
集
等
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
一
次
収
集
等
受
託
者
」
と
い
う
。
）
の
受
託
業
務
に
係

る
委
託
を
受
け
た
者
（
当
該
受
託
業
務
が
数
次
の
委
託
契
約
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
国
等
と
一
次
収
集
等
受
託
者
と
の
間
の
委
託

契
約
の
後
次
の
す
べ
て
の
委
託
契
約
の
当
事
者
（
委
託
を
受
け
た
者

に
限
る
。
）
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
。 

一 

国
等
か
ら
除
去
土
壌
収
集
等
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
一
次
収
集
等
受
託
者
」
と
い
う
。
）
の
受
託
業
務
に
係

る
委
託
を
受
け
た
者
（
当
該
受
託
業
務
が
数
次
の
委
託
契
約
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
国
等
と
一
次
収
集
等
受
託
者
と
の
間
の
委
託

契
約
の
後
次
の
す
べ
て
の
委
託
契
約
の
当
事
者
（
委
託
を
受
け
た
者

に
限
る
。
）
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
。 

イ 

（
略
） 

イ 

（
略
） 

ロ 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。 

(1) 

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
除
去
土
壌
収
集
等
を
適
正
に
行

う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に 

ロ 

第
五
十
九
条
第
二
号
イ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
。 

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者 

 

(2) 

第
五
十
九
条
第
二
号
ロ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者 

 

ハ
～
ホ 

（
略
） 

ハ
～
ホ 
（
略
） 



  

 

二 

（
略
） 

二 

（
略
） 

 
（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
及
び
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し

な
い
者
並
び
に
産
業
廃
棄
物
管
理
票
の
交
付
を
要
し
な
い
場
合
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
特
例
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
及
び
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を

要
し
な
い
者
並
び
に
産
業
廃
棄
物
管
理
票
の
交
付
を
要
し
な
い
場
合
に
関
す
る
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
特
例
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
環
境
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲



  

 

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 

後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
 

前 

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
） 

第
二
条 

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
当
分

の
間
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
各
号

に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成

十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
中
間
貯
蔵
を
行

う
た
め
に
必
要
な
施
設
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
施
行

規
則
（
平
成
十
六
年
環
境
省
令
第
十
二
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
区
域
内

に
所
在
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
廃
棄
物
の
保
管
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
「
中
間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う

者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
要
し
な
い
者
） 

第
二
条 

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
当
分

の
間
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
各
号

に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成

十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
中
間
貯
蔵
を
行

う
た
め
に
必
要
な
施
設
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
施
行

規
則
（
平
成
十
六
年
環
境
省
令
第
十
二
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
区
域
内

に
所
在
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
廃
棄
物
の
保
管
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
「
中
間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う

者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

二 

国
の
委
託
を
受
け
て
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て

行
う
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
（
中
間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
に
お

い
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
受 

一 

（
略
） 

二 

国
の
委
託
を
受
け
て
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
業
と
し
て

行
う
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
（
中
間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
に
お

い
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
一
般
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
受 



  

 

 

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る 

 

届
出
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

託
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
般
廃
棄
物
収

集
等
一
次
受
託
者
」
と
い
う
。
） 

託
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
般
廃
棄
物
収

集
等
一
次
受
託
者
」
と
い
う
。
） 

イ 
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
国
に
提
出
し
、
当
該
一
般

廃
棄
物
収
集
等
一
次
受
託
者
が
受
託
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い

て
あ
ら
か
じ
め
国
の
書
面
に
よ
る
承
諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
国
に

提
出
し
た
書
面
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
も
、
同
様

と
す
る
。 

（１）
・

（２） 

（
略
） 

 （３） 

当
該
者
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

（イ） 

（
略
） 

（ロ） 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
こ
と
。 

（ハ） 

（
略
） 

ロ
～
ホ 

（
略
） 

三 

（
略
） 

イ 

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
国
に
提
出
し
、
当
該
一
般

廃
棄
物
収
集
等
一
次
受
託
者
が
受
託
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
に
つ
い

て
あ
ら
か
じ
め
国
の
書
面
に
よ
る
承
諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
国
に

提
出
し
た
書
面
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
も
、
同
様

と
す
る
。 

（１）
・

（２） 

（
略
） 

 （３） 

当
該
者
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

（イ） 

（
略
） 

（ロ） 

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
こ
と
。 

（ハ） 

（
略
） 

ロ
～
ホ 

（
略
） 

三 

（
略
） 

 



  

 

よ
る
届
出
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
環
境
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に

二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正

後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲

げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
後 

改 
 

 
 

 
 

 

正 
 

 
 

 
 

 
 

前 

１ 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
第
九
号
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
一
号
に

よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

改
正
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み

な
さ
れ
た
者
（
以
下
「
設
置
者
」
と
い
う
。
） 

が
法
第
十
四
条
第
五 

１ 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
第
九
号
に
お
い
て
「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
一
号
に

よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

改
正
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法

」
と
い
う
。
） 

第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ

れ
た
者
（
以
下
「
設
置
者
」
と
い
う
。
）
が
法
第
十
四
条
第
五
項
第
二 



  

 

 

 
 

 
 

 

附 

則 
 

 

こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定

代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の

役
員
（
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ホ
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
氏
名
及
び
住
所
） 

十
一
～
十
三 
（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

号
ハ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人

の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
役
員
（

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ニ
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
の
氏
名
及
び
住
所
） 

十
一
～
十
三 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 


